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梅 雨期 間中のイ ネウンカ類の海外か らの飛来侵入が,

梅 雨前 線上 を東進 す る低気 圧 や(KISlMOTO,1976),前

線 の 南側 土空 に出現 す る下層 ジェ ッ ト気 流(SEIKO et

al.,1987)と 密接 に関連 してい ることが実証 され,そ れ

らの知見 に基づ く飛来予知技術 がすで に実用化 されてい

る(渡 邊 ら,1988)。

梅 雨期 の飛来 侵入のみ ならず,稲 作期間 を通 した イネ

ウ ンカ類 の移 出入実態 をふ まえた個体群動態の解明は,

これ ら害虫 の広域 発生動態 を解析す るための重要な基礎

的知 見とな る。 しか し,梅 雨明 け後の イネウンカ類の移

動 分散 につ いては,そ の時期の水田で は梅雨期 に飛来侵

入 した個 体群 がすで に増殖 しつつ あり,さ らに新成虫の

羽化後 は移 出入個体群の区別が困難で あるため,ほ とん

ど未検討 の ままとり残 されて いる。

本論文 では,イ ネウンカ類の増殖過程 にお ける移出入

動態 の究 明 を目的 と した研究の一環 として,梅 雨明 けか

ら盛 夏期の イネ ウンカ類 の移動 分散 に関わ る気象条件 に

つ いて,予 備 的に検討 した結果 を報 告す る。

方 法

九州農業試験 場内(福 岡県筑 後市)に 設置 した2個 の

ネ ッ トトラップ(直 径1m,高 さ10m)に よる,ト ビイ

ロウ ンカ とセ ジロウンカの1987～1989年 の6月1日 か ら

10月31日 までの 日別捕獲数 を基礎資料 と し,各 年の梅雨

明けか ら8月31日 までの期 間に認め られ た捕獲 ピークを

移 動分散の あった期 間とみな し調査の対象 と した。乾式

予 察灯(60W白 熱電球)に よる誘殺数 も参考 に した。移

動 分 散時 期 の気象 条 件 は地上 お よび850mb面,一 部

700mb面 の 天 気 図(気 象 庁 発行)を 参照 した。 ま た

850mb面 の気流 の状態 は,下 層 ジェ ッ ト解析 プ ログラ

ム(渡 邊 ら,1988)を 利 用 し,風 向風速 メ ッシュ図 を作

図 して検討 した。水 田でのウ ンカ類の羽化時期 は,場 内

の 無防除調査水田での個体群動態調査結果 に基づ いた。

結 果

発 生 概 況

九州農試場内の無防除調査水田のセ ジロウンカ とトビ

イ ロウンカの侵入状況 と第1,2世 代成虫の羽化,移 出

状 況 は下記の とお りで あった。

(1987年)7月1,2半 旬 に集 中的 な多飛来があった。

セ ジロウンカと トビイロウンカの第1世 代 成虫は,そ れ

ぞれ8月1半 旬 と1～2半 旬に羽化 した。セ ジロウンカ

は この世代でほ とん ど移出 した。 トビイロウンカ第1世

代 成 虫の長翅型率 が異常 に高 く(寒 川 ら,1988),8月

上旬 に大半が移出 し,9月 上旬 に第2世 代成虫の羽化 と

ともにほ とん ど移出 した。

(1988年)6月5半 旬 から7月1半 旬が飛 来最盛期で,

飛来量 は平年並で あった。 セジロウンカの第1世 代成虫

は7月5半 旬 に出現 し一部移出 したが,短 翅型率 が高 く

さらに一世代増殖 し,第2世 代成虫が8月4半 旬 に羽化 ・

移 出 した。 トビイロウンカの第1世 代は低密 度に経過 し,

第2世 代成虫が8月 中旬 に羽化 し一部移出 した。

(1989年)6月6半 旬,7月2,3半 旬に断続 的な少

飛来 があった。 セジロウンカ第1,2世 代成虫が7月5

半 旬か ら8月5半 旬 にかけて重複 しなが ら連続的に羽化

した。 トビイロウンカの発生密度は きわめて低 く,8月

末 から少数の羽化成虫 が出現 したのみであった。

ネッ ト トラップ による捕獲状況

第1図 に各調査年の セジロウンカと トビイロウ ンカの

ネ ッ トトラ ップによる 日別捕獲虫数 とともに,予 察灯 に

よる誘殺虫数の推移 を示 した。

1987年 と1988年 の梅雨明 けか ら盛夏 にかけてのネ ッ ト

トラ ップによる捕獲虫数 は,梅 雨期間 中の捕獲虫数に比

較 して少数 であったが,1989年 の場合 は逆に,梅 雨期間

中の飛来虫数 よ りも梅 雨明け後の捕獲虫数が多か った。

梅 雨明 けから8月31日 までの ネッ トトラップによる捕
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第1図 九州 農試ほ場 でのネ ッ トトラ ップ(上)と 予察灯(下)に よ るイネウンカ類の 日別捕獲,誘 殺虫数の推

移.図 中の ↓は梅雨明 けの時期,▼ は調査対象と した捕獲 ピー ク.

獲 ピーク数は,1987年 と1989年 には4回,1988年 には5

回で あったが,例 年 よりも梅 雨明けが早 かった1988年 に

は第1世 代成虫の羽化時期以前の7月14～16日 および19

～20日 にも捕獲 ピー クが認め られた。

梅雨明 け後捕獲 され たウンカは大部分セ ジロウ ンカで

あ り,1988年 と1989年 で は8月 中旬 まですべてセジロウ

ンカで あった。 トビイロウンカが第1世 代か ら高率 に長

翅型成虫 を産出 した1987年 には,常 に本種 が混入 してお

り,と くに8月27～29日 の捕獲虫の約半数は トビイロウ

ンカであった。

気 象 状 況

ネ ッ トトラップによ るウ ンカの捕獲が認め られた各時

期の気象状況 は下記 の通 りであった。

(1987年;梅 雨明 け7月26日)

7月30日:前 線 を伴った低気圧 が朝鮮半島か ら日本海

へ東進 した。850mb面 では太平洋高 気圧の北西 外縁 に

沿 って,華 南華 中の沿岸部か ら九州 に強 い南西気流があ

った。

8月4日:前 線 を伴 った低気圧 が山東半 島から日本海

へ東進 し,前 線 が九州 を通 過 した。850mb面 では黄海

沿 岸部か ら朝鮮半島南部お よび 九州,本 州 の 日本海沿 い

に強 い気流 があった(第2図,右 上)。

8月23～24日:九 州北部 か ら本州南岸沿 いに停滞前線

が かか った。850mb面 では華 中か ら九州 お よび朝鮮半

島南 部 に偏西気流 があった。700mb面 では強風域 が華

中 から九州,朝 鮮半島南部 に移動 した。

8月27～29日:前 線 を伴った低気圧が黄 海か ら日本海

を通 り本州 東北部 に達 した。850mb面 では中国東北部

に中心 を もつ低 気圧 の南東縁 に沿 って,朝 鮮 半島南部 と

日本列 島の 日本海側に強い気流があった。

(1988年;梅 雨明け7月6日)

7月14～16日:停 滞 前線が九州北部 から本州南 部にか

か り,山 陰で豪雨があ った。低圧部 の中心が 日本海にあ

っ た。850mb面 で は華 中 および朝鮮 半島か ら九州 へ偏

西 気流 が あった。

7月19～20日:停 滞前線上 を低気圧 が日本海か ら本州

中部へ 東進 し,島 根 県で豪 雨が あった。850mb面 では

華 南華 中沿岸部 から九州へ強い南西気流があった(第2

図,左 下)。8月17～18日:弱 い熱 帯低気 圧が 日本海 を

北上 し,大 気 が不安定 とな った。850mb面 では東 シナ
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第2図 ネッ トトラ ップにウンカが捕 獲 された時期に認め られ る850mb面 の特徴的 な気流の状態.網 かけ部分は

風速毎秒10m以 上 の領域.左 右 上:日 本 海低気圧型,左 下:南 西気流型,右 下:台 風による気流.

海お よび九州 に弱 い南西 気流 があった。

8月20～21日:前 線 を伴った低気圧 が黄海 から 日本海

へ発達 しなが ら北東進 した。850mb面 では 中国東 北部

に 中心 を もつ低圧部 の南東周縁部 に沿 って朝鮮半島,日

本列島の 日本海沿 いに強 い気流が あった。

8月24～25日:弱 い熱 帯低気圧が本州の南海上 に発生

し,大 気 が不安 定 となった。 また朝鮮半島 か ら気圧の谷

が東 進 した。850mb面 で は弱い北寄 りの風 が西 日本 に

吹 いた。

(1989年;梅 雨明 け7月19日)

7月24～25日:気 圧 の谷が中国東北部か ら楊子江河口

部 に あった。850mb面 で は低圧部の南 東周縁 部に沿 っ

て,中 国大 陸の東部か ら朝鮮半島南部 および 日本列島 に

南寄 りの 強い気流があ った。

8月4～7日:台 風12号 が東シナ海 を北西 に進 み,九

州 に湿 った南西気流が流れ込んだ。大型台風13号 が本州

の南 海上 に接近 した。850mb面 では西 日本 お よび朝鮮

半島南部 で東寄 りの強い気流 があった(第2図,右 下)。

8月13～15日:前 線 を伴った低気圧 が渤海 か ら日本海

に東進 し,前 線 が九州に南下 した。 山口県 で豪 雨があっ

た。850mb面 で は中国東北部 か らソ連極東 部に 中心 を

もつ 低圧部 の南東周縁部 に沿 った朝鮮半島および九州,

本州 の 日本海側 に強 い気流が あった。

8月29～30日:前 線 を伴 った低気圧 が黄海 か ら日本海

へ東 進 した。高知県で豪 雨が あった。850mb面 で は朝

鮮半 島,九 州,本 州 に強い気 流 があ った(第2図,左

上)。

考 察

中国大 陸の稲作地帯 では,春 季 イン ドシナ半島か ら飛

来侵 入するイネ ウンカ類 が,華 南の水稲二期作地帯 の第

一期 作(早 稲)上 で増殖後
,夏 季に段階的に華 中華北 の

夏期 稲作地 帯に北上す る経過が明 らかに されてい る。 ト

ビイ ロウンカは5次 の北上への移動分散(北 遷)を 繰 り

返 し,7月 下旬か ら8月 上旬 には嶺北お よび沿江江南稲

作地 帯か ら淮 河流域 以北 に まで侵 入す ると され てい る

(程ら,1979)。 またセ ジロウンカは8月 中 ・下旬 には

淮河 流域以北の稲作地帯 から大量 に移出す るといわれて

い る(全 国白背 飛風協作組,1981)。 この ことは 日本 と

ほぼ同緯 度の稲 作地帯 において,盛 夏期になお南西気流

によ る北方への移動 分散 が行われてい ることを示 してい

る。
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九州で は梅 雨明け後もイネウンカ類が断続的に ネ ット

トラップで捕 獲 され るこ とか ら,梅 雨期間 中にわが国に

飛来侵入後増殖発生 した個体群 を含め,極 東 アジアの夏

期稲作地 帯で発生 したウ ンカ個体群 が さらに移動分散 を

行っている可能性が示唆 される。 そこで ウンカが捕獲 さ

れた各時期の気象状 況を調査 し,移 動分散 を促す要因の

有無 を検討 した。第1表 に ネッ トトラ ップにウンカが捕

獲 された各時期の捕獲虫数,地 上 の風向 と雨量,お よび

ウンカの広域移動分散に関わる と考 えられ る気流 と気象

要因の有無 をまとめ た。第1表 か ら,梅 雨 明け後盛夏 に

か けて,ウ ンカがネ ッ トトラップに入った時期の気象状

況は,主 に顕在す る気流 と関連気象要因 に基づ き下記の

2つ に類別 され た(第1表)。

(1)南西気流型:強 い南西気流が中国大陸南部 から日本

付近の停滞前線 あるいは前線 を伴 った低 気圧,気 圧の 谷

に向 かって吹走す る(第2図,左 下)。

(2)日本海低 気圧型:前 線 を伴 った低気圧 が黄海付近か

ら日本海へ東進 し,大 陸の低圧部南東周縁,あ るいは太

平洋高 気圧 の北西 外縁 に強 い気流が発生 し,朝 鮮半島南

部および 日本列島沿 いに吹走す る(第2図,上)。

南西気流型 は1987年7月30日,8月23～21日,1988年

7月14～16日,19～20日(第2図,左 下),1989年7月

24～25日 に認 め られ,梅 雨期に イネウ ンカ類 の海 外飛来

をもた らす 下層 ジェ ッ トの 出現状況 と同様であ る。と く

に1988年 の場合 は"も ど り梅雨"の 状態にあ り,梅 雨前

線 が復活 していた。また九州 では新成虫が発生 していな

い ことか ら,ネ ッ トトラ ップに捕獲 され たウンカは南西

気流 によ り中国大陸 か ら移送 され てきだ もの とみな され

る。

岸本(1972)は ウ ンカの飛 来に関連 した気象条件 と し

て最 も重要 な ものは南西の暖 かい風 が連続 して吹 くこと

で あって,梅 雨明け後明 らかに前線 が認め られない条 件

下 でやや強 い南 西風 が連吹 する場合 にも飛来のあるこ と

を指摘 している。

梅雨前線 が北 上消滅 し,夏 型の気圧配置に移行 した後,

日本付近へ張 り出 した太平洋高気圧の北 西部外縁 での大

気の擾乱 によ り,前 線 を伴った温帯低気圧が発生 し,日

本海 を東 進す る際に,低 気圧暖域 の西～南西気流中でセ

ジロウ ンカが ネッ トトラップに捕獲 されている。気流 の

発生 領域 か ら推察 して,下 層 ジェ ッ ト気流のよ うに中国

大陸 の華 中華 南か らウンカを長距離移送す る可能性 はほ

とんどないが,日 本南 部および朝鮮半島南部,中 国淮河

流域 等 を含む アジアの極東部で増 殖発生 したウンカを,

さらに 日本の中北部に移動分散 させ る可能性のある気象

現象 として注 目され る。今回調査対 象とした13事 例 の内

5例 は このよ うな気流の中で捕獲 された ものであった。

移動 分散 を強 く示唆 する一 例 として,1987年8月4日 九

州 では低気圧 の 日本海東進 に伴 う南西気流中で,多 数の

セジ ロウンカが ネッ トトラップに捕獲 され たが(第2図,

右 上),翌5日 北海 道 で もセ ジ ロウ ンカが大量 に誘殺

第1表 梅雨明けから盛夏期に ウンカが ネッ トトラ ップに捕獲 された時期の気 象条件

1)W=セ ジロウ ンカ,B=ト ビイロ ウンカ。2)大 陸南部=華 南華 中か ら日本へ吹走す る強い気流帯,極 東部=華 北,朝 鮮半島,

日本 を含む アジア極東部 に偏在 する強風域。3)黄 海 付近で発生 し,日 本海 を東北進 する前線 を伴 った温帯低気圧。4)弱 い熱帯低

気圧.○ 印は各時期に顕 在 した気流 と気象要因を示す。
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され た(北 村 ・斎藤,1988)。 当時 九州で はセ ジロウ ン

カの 第1世 代成虫の羽化最盛期であったが,北 海道 では

発生 してお らず,誘 殺 され たセジロウンカは明 らかに本

州 以南で増殖 した個体群が移送 されて来た もの と考え ら

れ た。盛 夏期に本州の 日本海側の各地 で しは しばセジロ

ウ ンカの多飛来 が記録 されて いるが,同 様 な可能性 を検

,討する必要が あると思われ る。

汪 ら(1982)は 盛夏期の7月 中旬か ら8月 に太平洋高

気圧 が勢 力 を増 し北上す るに従い,南 西気流 がよ り高緯

度 に進展 し,嶺 北,江 南地域の イネ ウンカ類 を華北,東

北地域へ 移送す ることを示 し,こ のよ うな気流 を南西気

流北 伸型 と称 した。胡(1983)は 中国東部 で発生す る温

帯低 気圧 が イネウンカ類お よび コブ ノメイガの大陸北部

への移動 のみな らず,中 国か ら朝鮮半 島および 日本へ移

送 させる重要な気象要因で あるとしている。 また低気圧

によって移 送 され る害虫の降落地域 は南西方 向か ら東北

方向へ深 くえ ぐり込む ように現れ,極 度 に集 中的で あり,

梅雨期 の前 線面での降落地域がほぼ緯 度に平 行 して伸展

す る特 徴 とは明 らか に異な る点を指摘 している。 この よ

うな知 見は中国北部の夏期稲作地帯 で,梅 雨明 け後 イネ

ウンカ類 が梅 雨期 とは異な る気象条件の もとで移動分散

して お り,そ の際温帯低気圧が重要 な働 きを して いるこ

とを示唆 してい る。

上記の気 象要 因以外に台風および弱 い熱帯低気圧の近

接時 にネ ッ トトラップにウ ンカが捕獲 されて いる。1989

年8月3～4日(第2図,右 下),台 風12号 が九州南西

海上の東 シナ海 を北西に進 み,九 州 に湿 った南西気流が

流れ込み大 気が不安定な状態 となり,九 州北部では くも

り時 々雨 となった。台風が中国大陸 に上陸 し熱帯低気圧

とな った直 後の8月4～5日,最 大風速毎秒5.2～6.7m

の北 よりの風 が連 吹す る中で,降 雨 を全 く伴わず セジロ

ウンカが多数捕 獲 された。上空 では本州南海上 に接近 し

た大 型台風13号 の影響 もあ り,東 よりの強い気流が西 日

本 お よび朝鮮半 島南部にあった。台風 により昆虫が移送

され る場 合,台 風 の周縁部 の降 雨帯 と降雨帯 との間 に入

って運 ばれ るら しい と言 われ てい るが(宮 田 ・花宮,

1988),8月4～5日 台風12号 通過 後ネ ッ トトラ ップで

捕 獲 され たウンカが,上 記の ように台風の降 雨帯 の間 に

入 り移送 され てきたもので あるか否かは不 明であった。

1988年8月17～18日 および24～25日 弱 い熱帯低気圧が

日本周辺で発生 し,大 気が不安定 となった時期 にウンカ

が捕獲 されてい るが,ウ ンカの広域 分散を可能 にす るよ

うな顕著 な気流 はな く,水 田か らの飛 び立 ちを促 された

羽 化成虫が捕獲 された もの と考え られた。

要 約

イ ネウンカ類の梅雨明けか ら盛夏期の ネ ッ トトラップ

によ る捕獲 と気象状況 との関連性 を調査 した結果,梅 雨

明け直後には主に中国大 陸南部 からの南西気流が,ま た

盛夏 期には 日本海を東 進する前線 を伴 った低気圧の暖域

内で西～南西気流が卓越する状況下で,ウ ンカが捕獲 さ

れ ていた。 とくに夏型 の気圧配置の もとで太平洋高 気圧

の北 西外縁に発生する温帯低気圧 は,日 本 を含む極東地

域 の夏期稲作地帯で増 殖 したイネウンカ類の二次的な移

動 分散を促す気象 要因と して注 目された。
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